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・・・　「KBI フレンズの会」便り　・・・

　私は 2000 年から 2017 年までインドネシアのカリマンタン島で宣教師として奉仕させていただ
きました。長い間、多くの方々の祈りと支えがあった事を心から感謝しています。
インドネシアに長年住んで、思わされた事があります。それは「足りない事はいい事だ」という
事です。この考えは最初からあったわけではありません。インドネシアに行って最初の何年かは、
現地の人達が、私のところに物を借りに来るのに悩まされました。物をいろいろ持っている日本
人宣教師のところへ、ほとんど物を持たず足りない人達が借りに来るのです。高価な物は車、カ
メラ。日常の物では、食器、大工道具、掃除道具などなど。隣の人にほうきを毎日借りに来られ
た時にはさすがに「ほうきぐらい自分で買ってよね」と思いました。

　借りに来るのは経済的な理由があると思います。日用品など小さな物は彼らに買えないわけで
はないのですが、でも借りて買わずに済むのなら、その分を節約しようとする彼らの経済事情が
ありました。借りて他者に迷惑をかけたくないという日本人の感覚とはちがって、相互扶助とい
う文化が彼らの中に根付いているからだとも思います。もちろん物を貸し借りすると、それが壊
れたり、返ってこなかったりというトラブルはありました。私の場合、車やカメラなど高価な物
は貸すのか貸さないのかの判断と、また断る場合の理由に頭を悩ませたものです。

　しかし、しばらくして物が足りないのもいいものだと思うようになりました。なぜなら貸し借
りする事で、人と人に関係が生まれてくるからです。足りない人が持っている人のところに行っ
て始まる関係です。貸したり借りたり、トラブルも含めて共に生きるコミュニティとなっていき
ます。他者の助けを借りずに一人で生きていけるより、補い合わなければやっていけない方が豊
かな生き方なのだと思うようになりました。

　この関係は伝道にもあてはまると思います。福音書にイエス様が弟子たちを伝道に遣わす記事
が載っていますが「杖一本の他何も持たないように。パンも袋も胴巻きの小銭も持っていかない
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ように」命じられています。イエス様がそう命じられたのはいくつか理由が考えられるのですが、
私はインドネシアで神学生たちと伝道に出かけてからは、「いろいろ足りない方が相手の助けを受
ける事になり、最初の小さな関係作りになるのだ」という事を教えられました。
　物の事を書きましたが、私は物だけでなく、人の能力や賜物に関してもこの原則は同じである
と考えています。あれやこれや足りない事があって、できる人に助けてもらわなければならない、
でもそうやってワイワイ（時にはストレスも感じながら）一緒に物事を進めていく方が、豊かで
味わい深い事なのだと思わされています。そして、実はその方を神様は望んでおられるのではと
考えています。
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ゆうちょ銀行「自動払込利用申込」ご協力のお願い！
「自動払込利用申込」手続きをして下さった皆様、ご協力有難うございました。
2019 年 5月 16日現在、188名。【年会費 2,000 円 毎年 8月 31日自動引落し】
手続きがまだの方は、是非ともお手続きを、よろしくお願い致します。

総合口座への振込も受付けます！
自動払込の難しい方へ：総合口座へは、随時振込が可能です。
ゆうちょ口座名：KBI フレンズの会（ケービーアイフレンズノカイ）
口座番号：１４５２０－２４１０１３３１

フレンズの会への献金も、随時受け付けます。
上記の同じ口座への送金にて随時受付いたします。

KBI への支援献金
「支える会」や「奨学基金」など母校、後輩へのご支援もよろしくお願い致します。
ゆうちょ口座： 関西聖書学院／０１１４０－６－６７７０８

あなたのメールアドレスを登録して下さい！
登録先：kbifriendsnokai@gmail.com （会専用のメールアドレス）
このアドレス宛に、住所、氏名、教会名等を書いて、メールをお送り下さい。
「KBI フレンズの会」からのお知らせをお送りいたします。

＜お願い＞
　会の円滑な運営・活動のために、年会費納入・メールアドレス・住所変更時の連絡等にご協力下さい。

関東合同シェア開催のお知らせ
2019 年 10 月 14 日（月・祝）@町田純福音教会　メッセージ：上田正美師
詳細は、世話役の先生からのご案内をご参照下さい。
卒業生、修了生などの多くの方々のご参加を心からお待ちします。

2019 年度フレンズの会総会のお知らせ
2019 年 10 月 25 日 ( 金 )　@関西聖書学院 
2019 年度フレンズの会総会を、上記の日程で開催することを予定しております。
KBI にて同日に開催される予定の「実践神学セミナー」の午後の部が始まる前の時間をいただき
開催する予定ですので、併せてご参加いただきますよう、お願いいたします。
詳細は決定次第、卒業生・修了生の皆様にお知らせいたします。
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